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令和３年度 第７回 

 

 

 

宍粟市教育委員会 

 

 

 

会  議  録 
                     （要点筆記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時  令和３年 10 月 15 日  午前９時 30 分から 

 

場所  宍粟市役所 ４階 403 会議室 
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第７回（定例）宍粟市教育委員会会議録 

 

１ 開会・閉会の年月日時及び場所 

令和３年10月15日（金） 午前９時30分～午前10時45分 

兵庫県宍粟市山崎町中広瀬133番地６ 

 

 

２ 会議に出席した者の職氏名 

教育委員 

中田直人   教育長 片山繁樹  委員 

金本一二   委員 飯田さおり 委員 

中川まゆみ  委員  

事務局 

大谷奈雅子 教育部長 橋本徹  教育部次長 

進藤美穂  次長兼教育総務課長 

西林文隆  次長兼施設整備課長 

水口惠子  社会教育文化財課長 

小河秀義  次長兼まちづくり推進課長 

中尾善弘 次長兼こども未来課長 

谷尻博誉 学校教育課長 

池本雅彦 学校給食センター所長 

梶原昭一 人権推進課長 

太田雅章  教育総務課副課長  

 

 

３ 開会 

  中田教育長が開会した。 

 

４ 会議の成立宣言 

  出席者数５名となり、中田教育長が会議の成立を宣言した。 

 

５ 会議録署名委員の指名 

署名委員は、中田教育長の指名により、次のとおり決定された。 

片山委員 

 

６ 前回会議録の承認 

令和３年度第６回（定例）宍粟市教育委員会会議録の承認に関する件 

前回の定例教育委員会における協議事項、報告事項の会議録について、進藤次長兼教育総務

課長が説明し、承認された。 

 

７ 教育長報告 

次の３点について中田教育長が報告した。 
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(1)９月補正予算（追加分）の教育長専決について 

 ９月補正予算の教育長専決につきまして、国から新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金の追加交付があり、本来であれば、皆さんにお諮りするところですが、緊急

やむを得ないものとして、教育長専決として９月議会最終日に提案し、即日可決されまし

た。 

 

(2) 新型コロナウイルス感染防止にかかる事項について 

   新型コロナウイルス感染症防止に係る事項につきまして、市内中学生の集団接種の実施

を行っております。10 月９日、保護者同伴のもと１回目の接種が完了し、10 月 30 日には

２回目の接種が予定されています。また、12 歳以上を対象としておりますことから、小学

校６年生の集団接種については、９月 24 日から意向調査を行っており、10 月 23 日に１回

目の接種を、11 月３日には２回目の接種を予定しています。 

また、今回の対象は、９月 30 日までに誕生日を迎えた 12 歳の児童を対象としておりま

す。10 月から３月にかけて誕生日を迎える児童については、今後、接種の時期、方法も含

めて調整されます。 

次に、緊急事態宣言解除に伴う学校教育活動及び社会教育活動について。９月 30 日に宣

言が解除され、徐々に様々な活動を行っております。 

学校関係では、体育祭や運動会等の行事について、延期調整に労力を要したわけですが、

10 月からはトライやる・ウィークの事業も含めながら、各学校において感染防止対策を十

分とりながら様々な教育活動を再開しています。 

また、社会教育施設の貸出等についても、10 月 21 日までは時間短縮した中ではありま

すが再開しております。 

また、国からの情報によりますと、10 月 22 日以降は時短の解除等も予想されますので、

その状況を見ながら、引き続き感染防止対策を徹底して対応していきたいと考えておりま

す。 

 

 (3) 学校規模適正化推進状況について 

伊水・都多小学校区の学校規模適正化については、９月29日に第４回協議会が開催され、

新しい学校で着用する制服や体操服の仕様について提案があり承認されました。 

また、両校の閉校記念事業実行委員会の取組や、校歌、校章のデザイン募集と、各取組の

状況の報告があり、来年４月の開校に向けて協議が順調に進んでいることを報告します。 

 

８ 協議報告事項 

（１）令和３年度宍粟市一般会計９月補正予算（第５号）（教育委員会関係）について 

  資料１「令和３年度９月≪追加≫補正予算（第５号）【教育委員会関係】（新型コロナウ

イルス感染症対策事業）」等により、中尾次長兼こども未来課長及び西林次長兼施設整備

課長が説明した。 

 

（２）伊水・都多小学校区学校規模適正化推進状況について 
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   資料２「伊水・都多小学校区学校規模適正化推進状況について」等により、進藤次長兼

教育総務課長が説明した。 

 

（３）令和３年度10月～ＡＬＴの配置予定について 

 資料３「令和３年度 10 月～宍粟市ＡＬＴ配置校（新規・継続）」等により、進藤次長兼

教育総務課長が説明した。 

 

（４）通学路交通安全推進協議会の協議状況について 

資料４「通学路交通安全推進協議会の協議状況について」により、進藤次長兼教育総務

課長が説明した。 

 

（５）千葉県八街市の児童死傷事故を受けての通学路点検について 

  資料５「千葉県八街市の児童死傷事故を受けての通学路点検」により、進藤次長兼教育

総務課長が説明した。 

 

（６）数学・理科甲子園ジュニア 2021 の結果について 

 資料６「数学・理科甲子園ジュニア 2021 の結果について」により、谷尻学校教育課長が

説明した。 

 

（７）令和３年度学力向上の取組スケジュールについて 

 資料７「令和３年度学力向上の取組スケジュール」により、谷尻学校教育課長が説明し

た。 

 

（８）令和３年度第１学期「いじめ事案」について 

資料８「宍粟市内小中学校で認知したいじめ事案について」により、谷尻学校教育課長

が説明した。 

 

（９）令和４年度保育所・こども園（保育所部）の園児募集について 

 資料９「令和４年度保育所・こども園（保育所部）の園児募集（広報しそう掲載）」によ

り、中尾次長兼こども未来課長が説明した。 

 

（10）令和４年度あずかり保育・学童保育の児童等募集について 

資料 10「令和４年度あずかり保育・学童保育の児童等募集（広報しそう掲載）」により、

中尾次長兼こども未来課長が説明した。 

 

（11）第２期宍粟市社会教育振興計画（素案①）について 

    別冊「第２期宍粟市社会教育振興計画（素案①）」により、水口社会教育文化財課長が説

明した。 
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（12）宍粟市学校給食費等管理システム構築業務の契約概要について 

資料 11「宍粟市学校給食費等管理システム構築業務の契約概要について」により、池本

学校給食センター所長が説明した。 

 

（13）学校給食における異物混入状況及び対策について 

    資料 12「令和３年度学校給食センター異物混入状況及び対策について（９月分）」によ

り、池本学校給食センター所長が説明した。 

 

（14）宍粟市スポーツ推進計画策定委員会設置要綱の制定について 

資料 13「宍粟市スポーツ推進計画策定委員会設置要綱」等により、小河次長兼まちづく

り推進課長が説明した。 

 

（15）東京 2020 オリンピック聖火リレートーチ展示について 

資料 14「東京 2020 オリンピック聖火リレートーチ展示（定例記者懇談会資料）」により、

小河次長兼まちづくり推進課長が説明した。 

 

（16）Ｓ１グランプリ 2021 講演会について 

資料 15「Ｓ１グランプリ 2021 講演会チラシ」により、梶原人権推進課長が説明した。 

 

委員の主な意見及び事務局の説明 

（中川委員） 

  いじめ事案について、解消しているもの３件、継続支援中54件、解消に向け取組中６件とな

っているが、継続支援中と解消に向け取組中というのは具体的にどういった違いがあるのか。 

（谷尻学校教育課長） 

  解消しているもの３件というのは、４月から７月にかけて起こった事案について、少なくと

も３か月は経過をみることになっており、いじめを受けている本人であったり、保護者への面

談を行った上で、本人及び保護者が大丈夫であると確認できて、はじめて解消ということにな

ることから、この調査報告の時点ではまだ３か月に至っていないものもあり、この件数となっ

ている。また、継続支援中54件というのは、解消に向けて、ある程度解決に至ったことから、

経過観察を行っている状況にある件数となっている。さらに、解消に向けて取組中というの

は、いじめが起こったばかりで、対応をスタートさせて間もない状況にある件数でご理解いた

だきたい。 

（片山委員） 

  いじめ事案について、今回はじめて学校対応として良くない事例があり、事務局が指導され

たということがまとめられている。全国的な事案で、タブレット端末が起因となった自殺、い

じめ問題があったが、当該学校は、いじめについては解決したということで親にも伝えていな

かったということ、学校として組織的な対応が出来てなかったというように感じている。今回

の報告についても、教育委員会としての指導が入らなかった場合、もしかしたら自殺者が出て

いた可能性もあるということを考えると、学校の組織的対応について、校長会等を通じて指導
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をいただくことにより、よりプラスになるのではと思っている。 

（谷尻学校教育課長） 

  教育委員会事務局から指導させていただき、学校から保護者に連絡をされ、保護者の方も相

談しようかと思われていたということも確認されており、学校としても連絡してよかったと言

われていた。いじめ事案については、保護者等へ適切に連絡をすることが非常に大切であるこ

とをあらためて感じていただいている。先日開催した校長会においても、いじめ問題につい

て、いじめ問題対策委員会で、こういった対応が必要だという助言内容を各校長へ周知したと

ころである。 

（教育長） 

社会教育基本計画の策定について、今後の策定スケジュールとして、教育委員会であらため

て素案の報告のタイミングはあるのか、そのあたりについて説明願いたい。 

（水口社会教育文化財課長） 

  今後の予定として、10月29日に策定会議を開催し、その後12月には庁内の政策会議に諮る予

定としているため、その時期には教育委員会へ報告させていただきたいと考えている。その

後、パブリックコメントの実施、議会への報告を経て計画を策定するスケジュールとしてい

る。 

 

９ 次回会議の招集について 

令和３年11月16日（火）午前９時30分から、令和３年度第８回宍粟市教育委員会を開催する

とした。 

 

10 閉会 

  片山委員が閉会した。 

 

以上  午前 10 時 45 分終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


